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19,500

19,000
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（単位：百万円）個人向け貸出残高

88,438
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89,604
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　佐賀信用金庫では、お客様に満足してお取引頂けるよう「お客様の声をお聞かせください」とするお客様アンケートを

実施いたしました。

　お忙しい中、多くの皆様からご協力をいただき貴重なご意見やご要望を賜りありがとうございました。

　今回のアンケート結果をもとに、お客様にご満足いただけるようより一層の改善を続けてまいります。

　今後とも末永く当金庫をご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

アンケート調査結果について
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（69.0%）
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（17.0%）
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不満（0%） 無回答（1.0%）
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（46.0%）

やや満足
（15.4%）

普通
（18.7%）

普通
（27.0%）

不満（0%） 無回答（18.4%）
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（23.0%）

やや満足
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普通
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やや不満
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満足
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（1.0%）

不満（0%）
やや不満（0%）

不満（0%） 無回答（0.9%）

無回答（7%）

言葉使い、挨拶はきちんとできていますか1 来店待ち時間について2

ご訪問させていただいた際の時間や約束事を守っていますか3 商品内容等の説明はいかがでしたか4

ご相談、ご質問等について誠意をもって対応していますか5 自動機の営業時間について6

当金庫の店舗、ロビーのレイアウト、雰囲気はどうですか7 金融機関と取引する場合どんなことを重視されますか8

佐賀信用金庫はお客様との関係を大事にしている金融機関
ですが、他行に比べその様な姿勢を感じたことがありますか

9 佐賀信用金庫との取引を他の方に勧めたいと思いますか10

　昨年の日本経済は３月１１日の東日本大震災という未

曾有の災害により、一時的に落ち込みましたが、その後は

企業努力によりサプライチェーンの回復が進み、電力使

用制限も経済活動の大きな制約とはならず、夏場にかけ

て震災からの落ち込みを取り戻しました。

　しかし、秋以降は、欧州債務問題に加えてタイの洪水と

いうショックが発生したこと、為替円高の影響により、輸

出や生産活動には下押し圧力が続いています。

　当金庫の営業基盤である佐賀県経済においても、企業

業績は、製造業を中心に回復基調は続いていますが、今

後もイラン制裁に伴う原油高や欧州諸国の信用不安な

ど減速要因もあります。

　また、デフレという構造問題を抱えているため、エネルギ

ー価格の高騰によるコスト上昇分を価格転嫁できず、企業

の採算悪化などや、昨年の大幅な円高や新興国企業の技

術面でのキャッチアップにより、足元で競争力を失いつつあ

り、日銀の強力な金融緩和策によりインフレリスクや、長期

金利の上昇リスクなど先行きが不透明な状況にあります。

　預金残高は前期比１,１４０百万円増加し、１０６，９３５

百万円となりました。定期性預金は公金預金が増加

したほか、個人の定期預金が順調に積み上がり前期比

９５３百万円増加しました。また、要求性払預金は個人

預金が減少したものの、法人預金が増加したこともあ

り１８７百万円増加しました。総預金に占める個人預金

の割合は８３．８％（前期末比▲０．８％）となりました。

預金

　貸出金残高は前期比１５５百万円増加し、５７，８０４百

万円となりました。個人向けや建設業、製造業への貸出

残高は減少したものの、地方公社向け貸出が８６５百万

円増加したほか、不動産業、医療福祉事業への貸出も合

計で６６６百万円増加しております。

貸出金

主要勘定の状況

平成 23年 度 の 事 業 概 況

金融経済環境　

平成23年度の業績

満足
（43.0%）

やや満足
（22.0%）

普通
（30.0%）

不満（0%） 無回答（3.0%）やや不満
（2.0%）

よくある
（21.0%）

ある
（61.0%）

思う
（70.0%）

強く思う
（15.0%）

思わない
（10.0%）

全く思わない（2.0%） 無回答（3.0%）

あまりない
（13.0%）

全くない（3.0%） 無回答（2.0%）

健全性
（32.0%）

近いこと
（35.0%）

店の雰囲気
（16.0%）

規模（4%）無回答
（10.0%）その他

（3.0%）

不満（0%） 無回答（8.0%）やや不満
（3.0%）

■調査期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■有効回答数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■調査期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■有効回答数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成24年3月5日～3月30日
営業店窓口および得意先係による訪問回収
998枚（調査予定枚数1,000枚）



最近5年間の主要な経営指標の推移

（注）「単体自己資本比率」は、信用金庫法第８９条第１項において準用する銀行法第１４条の２の規定に基づき信用金庫が保有する資産等に照
らし自己資本の充実状況が適当かどうかを判断するための基準に基づき算出しております。

　　 当金庫は国内基準に基づき、標準的手法を採用してリスクアセットを算出し自己資本比率を算出しております。      

普通出資金の推移
（単位：百万円）

会員数の推移
（単位：人）出資金 会員数

経 常 収 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

普 通 出 資 総 額

普 通 出 資 総 口 数

会 員 数

純 資 産 額

総 資 産 額

預 金 積 金 残 高

貸 出 金 残 高

有 価 証 券 残 高

単 体 自 己 資 本 比 率

普通出資に対する配当金

普 通 出 資 配 当 率

職 員 数

　 男 性

　 女 性

平成19年度 平成20年度 平成21年度

2,638,870

65,017

64,946

174

349

10,476

7,089

115,362

105,716

62,698

23,051

14.19
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4.0
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2,471,569

129,918

109,150

178

356

10,535

7,393

116,181

106,360

62,119

25,541

14.31
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4.0

151

98
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2,289,425

75,797

99,167

183

367

10,553

7,529

115,862

105,795

57,649

27,896

14.81

20

4.0

152

95

57

平成22年度 平成23年度

2,224,262

158,926

80,687

190

381

10,684

7,813

120,679

106,935

57,804

31,471

14.36

20

4.0

150

95

55

2,805,832

192,322

102,724

172

344

10,442

7,038

114,701

104,905

61,854

18,466

14.09
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4.0
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99
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　経常収益は2,224百万円（前年度比△65百万円、

2.84％減少）となり、経常費用は2,065百万円（前年

度比△148百万円、6.69％減少）となったことから、

経常利益は158万円（前年度比＋83百万円、109.67

％増加）となりました。

　また、当期純利益は80百万円（前年度比△18百万

円、18.63％減少）となりました。

経常利益・当期純利益 経常利益・当期純利益の推移
（単位：百万円）

当期純利益経常利益

平成19年度

65 64

平成20年度 平成21年度

129
109

平成22年度

158

8075

99

平成23年度

192

102

0

100

200

　預け金とは、預金の支払準備、手形交換決済資金、為

替決済資金の他、余裕資金運用としての定期性預金など

で信金中央金庫やその他の金融機関に預けている預金の

ことです。平成23年度は前期比650百万円増加し、

23,268百万円となりました。

　有価証券は収益資産であるとともに、現金・預け金に次

ぐ支払準備資産となるもので、その運用に際しては流動

性、健全性の確保に努めています。平成23年度は前期比

3,574百万円増加し、31,471百万円となりました。

預け金、有価証券 預け金残高の推移

30,000

28,000

26,000

24,000

22,000

20,000

（単位：百万円）預け金残高

平成19年度 平成20年度 平成21年度

28,433

24,174

平成22年度

21,695

平成23年度

23,268
22,618

有価証券残高の推移

32,000

28,000

24,000

20,000

16,000

（単位：百万円）有価証券残高

平成19年度 平成20年度 平成21年度

18,466

23,051

平成22年度

25,541

平成23年度

31,471

27,896

　平成23年度の業務粗利益は資金利益の減少より前期比

85百万円減少しました。ただ、一般貸倒引当金純繰入額

や経費が減少したことから、業務純益は前期比20百万円

減少の266百万円となっております。業務純益とは、一

般企業でいう営業利益にあたるもので、金融機関の収益

力を示す重要な指標です。

　また、平成23年度の当金庫のコア業務純益は、前期比

80百万円減少の246百万円となりました。業務純益か

ら一般貸倒引当金繰入前、有価証券売買損益控除後のコ

ア業務純益は、金融機関の本来業務による純粋な収益力

を表す指標です。また、コア業務純益は不良債権処理の

ための原資になるものでもあり、不良債権処理能力を測

る点でも注目されております。

業務純益

損益の状況

業 務 純 益

業 務 粗 利 益

うち国債等債券関係損益

一般貸倒引当金純繰入額

経費（臨時的経費を除く）

コ ア 業 務 純 益

①＝（②－④－⑤）

②

③

④

⑤

（①－③＋④）

科　　目

266

1,852

△ 14

△ 34

1,621

246

平成23年度

286

1,938

△ 15

24

1,627

326

平成22年度

（単位：百万円）

業務純益・コア業務純益の推移
（単位：百万円）
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0

100

200

300

400

500

600

平成22年度

372 372

平成23年度

266246
286

326

平成20年度

356
417

平成19年度

522
453
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らし自己資本の充実状況が適当かどうかを判断するための基準に基づき算出しております。

　　 当金庫は国内基準に基づき、標準的手法を採用してリスクアセットを算出し自己資本比率を算出しております。      
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2.84％減少）となり、経常費用は2,065百万円（前年

度比△148百万円、6.69％減少）となったことから、
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　平成23年度の業務粗利益は資金利益の減少より前期比

85百万円減少しました。ただ、一般貸倒引当金純繰入額

や経費が減少したことから、業務純益は前期比20百万円

減少の266百万円となっております。業務純益とは、一

般企業でいう営業利益にあたるもので、金融機関の収益

力を示す重要な指標です。

　また、平成23年度の当金庫のコア業務純益は、前期比

80百万円減少の246百万円となりました。業務純益か

ら一般貸倒引当金繰入前、有価証券売買損益控除後のコ

ア業務純益は、金融機関の本来業務による純粋な収益力

を表す指標です。また、コア業務純益は不良債権処理の

ための原資になるものでもあり、不良債権処理能力を測

る点でも注目されております。
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